
立憲民主党墨田区議団 幹事長
企画総務委員 災害対策特別委員
政策会議委員 青少年問題協議会委員
墨田区国民健康保険運営協議会委員

9月議会の本会議で、中村議員が一般質問及
び賛成討論・反対討論を行いました。

● コロナ禍及びロシア・ウクライナ戦争並びに

円安の影響を受け、世界的にエネルギー、食糧

価格が高騰し、日本の輸入物価が一気に上昇す

る事態となっており、この影響が長期化する可

能性は否定できない。今後は、物価上昇の課題

への早急な対応が必要である。多くの中小企業

では、原価上昇分に対する価格転嫁ができず、

経営状況が厳しくなることが容易に想像できる

ため、こうした危機に対応した財政出動による

持続可能な景気循環対策をすべきと考える。

● 生活保護は無年金、低年金の補足的な制度

設計でもあり、高齢者の４人に１人が自助・共

助・公助の何らかの支援を受けなければ、生活

保護に頼らざるを得ない実態がある。超高齢化

社会の現状を調査する必要がある。
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● 議長の不信任の動議について、議長は職責

を遂行できない状況であり、議長の職務に対す

る待遇である議長職の報酬を返還（法務局に供

託か区外へ寄附）し、議長職専用の公用車の利

用自粛、議長職の交際費の使用中止すべきであ

る。

● 介護保険制度の改善を求める国への意見書

の提出の請願を不採択したことについて、持続

可能な介護行政構築のため、介護現場の切実な

声を国に届け、疲弊している制度の不断の見直

しを図るべきである。

◎現下のエネルギー・物価高騰の対策

① 現在の経済状況、コストプッシュ・インフレの影響とエ

ネルギー・物価高騰に対する新たな施策について

② キャッシュレス決済によるポイント還元事業における

利用状況の把握と事業プロセス評価の必要性について

③ エネルギー・物価高騰による企業物価指数の上昇

及び価格転嫁ができない現状と、企業の価格転嫁率

の改善及び住民への物価上昇対策の施策について

◎超高齢化に向けた生活保護制度の在り方

① 生活保護世帯の入居先内訳と、ケースワーカーに

よる自立を促すための訪問活動と面会数について

② 超高齢化の状況と無年金・低年金による生活保

護への影響と対策、推計調査の必要性について

一般質問の発言事項

一般質問(9/14) 発言概要

賛成・反対討論(9/30) 概要



「任期は1年」の慣例破り。議長の不信任・辞職勧告決議が可決。

政策テーマ（墨田区議会議員 中村あきひろ）

『地方自治体での低賃金対策及び非正規職員化の抑制対策』
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●民主主義の手続きとして、議会の合意形成を図らなけ

ればならず、議長は民主的な手続きを著しく欠いている。

●木内議長に対しては墨田区議会の慣例主義に則り１年

間の期間に対して議長の信任はしたが、２年間の期間に

対しては信任しておらず、白紙委任をした訳ではない。

●議会の品位、もっと言えば議会を代表する議長の職位、

議長の本来の役割である議場の秩序の保持を自らが著

しく貶めている。

●議会の信任を全くもって得られておらず、事実上レー

ムダックの状態で、議長の職責を果たせていない状況で

あり、名ばかり議長となっている。

●職責を果たしていない名ばかり議長だが、議長の職責

に紐づく待遇をそのまま享受しているので返還が必要。

中村幹事長
発言の論点整理

【お知らせ】中村議員が政策コンテストで
「審査員特別賞」を受賞しました

中村議員のコメント 「これまで墨田区議会で活動してきた事が評価され大変

光栄です。政策の実現にはまだまだ道半ばですが、引き続き区政の発展のために邁

進して参ります。墨田区議会においての政策の詳細はブログでも紹介しておりますの

で是非ご覧頂ければ幸いです。 」 最後までご一読頂き、有難うございました。
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立憲民主党墨田区議団の中村幹事長は、

6月議会の不信任決議案及び9月議会の議

長辞職勧告決議案に対し、賛成討論を実

施しました。

本会議の開会直後に退席する木内議長 進行役を副議長に交代した様子

東京新聞 “立民の中村隆宏幹事長は

「議長を続けるなら責務を全うするべき

だ」と批判する。「仕事をせずに待遇を

受けているだけなら、報酬目当てと思わ

れても仕方ない」”

都政新報 “立憲民主党の中村隆宏幹事

長は、辞職勧告決議案の賛成討論で「議

長の職責を果たしていない名ばかり議長。

待遇である公用車使用を自粛し、交際費

の使用の中止、また報酬を返還すべきで

ないか」と述べた。”

報道でも
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